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主人公 レオが
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こ必要不可欠だつた Vをベースに生まれた戦闘用

ト 」|ま高い性能を見 も.メ タトロンを使用したオー

力の前には為す術がなかつた。そんなオービタ

ぺく「フアントマ‖」として開発された機体がビッ

人型形態から飛行形態にトランスフォームする変

ビタルフレームをも凌駕するその機動性能はLEV
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―ム)の技術が強力に融合して生まれた′ヽイブ

|う 。完全にブレー ド化した特徴的な両腕や格納

.レ ット発射のほか.ビックパイパーの名前の自指か

ディウス」から受け継いだ「リップルレーザー」
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△ 注 意
必ずお読み下さい。

o対象年齢15才以上 (上級者向け)

0小さな部品がありますので誤つて飲み込まないように注意して下さい.

窒息などの危険があります.

0誤飲の危険がありますので.小さなお子様には絶対与えないで下さい。

●製法上やむをえず尖つた形状部品がありますので.誤つて目や皮膚を

刺きないように注意して下さい.

●部品加工の際出た削リカスを吸わないように注意して下さい.

0塗装の際.必ず換気を良くして行なって下さい。

●部品の加工の際.刃物の取り扱いには充分注意して下さい.

ビックパイパー

パーツA パーツB パーツC× 2
(ス テロール樹
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PS)

バーツD パーツE
(ABS樹 腱 :ABS)

パーツF× 2
(ABS樹 [I ABS)
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×バーツJO材質は塗料をはしくため、笙姜はお勧めてきません。

XAぼ ,製バーツヘの塾装は.バ ーツの政■につながる恐れがありますので.塗装はあ働めできません。(AttS製 バーツヘ0塾装方法につきましては.弊社ホームページ(htoソ′′輛 W kOtOb klya.∝ )」
p)内にてご案内してあります)

く+ロ Ю ④ ① O◇ × 2 4 ●

支柱(長 )

◎

展 示 ベ ー ス (AB田 脂:A鯰 )

ベース 支柱(短 )   ジヨイントパーツ

日■0脱曜 ‐
― ― ― ― ―

はめ込む 強 く差 し込む バーツの向き

に注意

oDEs &flE'tl 接着剤の

使用を推霙

選択式   敷字の個数作る 二 の中の歓字

の贖にはめ込む

バーツの下
"に

ついて
いるグートを切り取る

3

■組み立てる前に必ずお読み下さい。
O組み立てる前に必ずバーツリストで各パーツの有無を確認してください。
0パーツはニッパー .カ ッター等できれいに切り取つて下さい。

(ケガには十分注意 して下さい。 )

0組み立てには、カツターナイフ・プラスチックモテル用塗料などを使用

します。

O塗料はより安全な水性塗料をおすすoし ます。

O工具・材料は.模型専円店及び曰躍大工店等でお買い求め下さい。

O塗装についてのお問い合わせはお答えできかねる場合かこさいます。

【バーツ0饉綺 について】

当キットの組み立ては′ヽメ込み式ですが、別売のフラステックモデル用機着剤を使用して

組み立てることで、よりしつかりとした仕上がりをお楽しみ頂けます。

XABS製バーツの接■に|よ ABS用 接着剤をこ使用ください。

パーツJ
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裏返します。
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※ヒザ関節を引き伸ばして、し部分の

角度を図のように調整して下さい。
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※一度弓|き 出してからGOをはめ込みます。
※ヒザ関節を引き伸ばして、f3部分の

角度を図のように調整して下さい。

左脚の完成
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■体の組み立て

最後に組み立てます。

※H10を図の位置にしておきます。
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切り取つて下さい。
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※パーツのフチにあるゲートを

されいに切り取つて下さい。 ※フレーム部分を起こします。
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右腕の組み立て 右腕の完成□
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①誤つてパーツの凸部を切り取らないよう注意。
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左腕の組み立て 左腕の完成

① 誤つてパーツの凸部を切り取らないよう注意。
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※+ド ライバーで関節部分の
きつさを調節できます。
(+ト ライバーは別売です)

破損の原因になるため、締め
すぎにこ注意下さい。
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カカトの展開
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飛行形態への変形―胴体の変形
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※図では説明のため、一部バーツを外しており

ｒ

　

ヽ

ます。

■体の変形完了

※図の参考に納 部パーツの角度を調整して下さい。
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※上の写真やバッケージの画像を参考に、腕部、背部ユニット等の角度を調整して下さい。

腕部先端を図の形状にしておきます。
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※首、腹部、中央ユニットを図のように動か
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後ろから見ると、股関節が図のような見え方に
なります。

ピ 彗
×股関節を引き出します。

※脚部を内側に曲げます。
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※ヒザ関節を収納し、O部分を図の形状にします。

部の変形完了
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※肩のフレームから下を180・ 回転させます。

部の変形
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※肩のフレームこと180・ 回転させます。

部の変形完了
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※フレームを後ろに倒します。

背部ユニットの変形

※図では説明のため、腕部を外しています。

グ ′ ■

碁
′

ヽ

′
レ

ヽ
　

　

ヽ

′
ヽ
、

′
′́
′

′

口d曰
|′

ロ

ヽ rs″
′

※ウイングを図の角度にします。

こ

※フレームを動かしなから、背部中央ユニットを図の位置まで動かします。
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△ここからの変形は、片方(右側)のみ行つて下さい。

■フロツク
ヽ

＼

し ヽ  .

V 」
▼

■

―

し

X肩
'ロ

ックを 90・ 倒 します。 ×フレームをさらに前へ倒しなから、肩フロツクを図の位置にします。
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0ウ イングのフレームを図の方向へ倒します。

②フレームを延ばします。

Oウ イングを図の角度に傾けます。

※ウイングを下向きに折りたたみます。

く° Oヽ

※ウイングのフレームを90・ 曲げて、ウイングを肩フロツクと腕部の間に入れます。

.△ 変形が終わつたら、同様の手順で反対側も変形させます。
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飛行形態の完成 ※写真を参考に、各都位の角度を調整して下さい。

′ ヽ

/

<側面>

/

<上面>

く前> く後>

`
も

P ¶

デカールの貼り方

r

1へ
・

＼
0さ らぎらした面や凹凸面.水を吸い込G"(ざらぎらした塗装していない木製昴■)には貼ることができませんのでご注意ください. ●もし失敗してはかしたい場合はな たoぶ つと含縦 たタオリ嗜 t(O分罹あてて.軽くこすつてください.

■
，

■
，

0デ カールを台

嬌からはかし、

位置を調整 しな

か ら貼 り付けま

す。

'熙Z
°lt_1

@ tr-,rrrt^a< -?+EEna[t&5E L<<Etrr.
0使 用するデ
カールをハサミ
またはデザイン
ナイフで台縦こ
と切り取ります。

②切 り取 つたデ

カールを水また

はぬるま湯に詢

10秒 程 浮 か
べ、ビンセ ツ ト

で 弓|き 上 げ ま

す。
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●ハサミまたはデザインナイフ.ビ ンセツト.錦棒などを用意して下さい。

●デカールを貼る部分の油分をあらかしめ中性滉
"な

とで

"き
取るとしっかりと貼ることができます。

C貼 り付けたデ

カールの上から

綿棒をやさしく

押 しあて、残つ

ている水分を押

し出します。デ

カール部分が完

全に乾けば完成

です。
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